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の経済的地位の向上をはかることを
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よく知って、正しく使おうOTC医薬品
【主催】 一般用医薬品普及啓発イベント実行委員会 委員長 藤井隆太（東京生薬協会会長）

 （社）東京生薬協会、（社）東京薬事協会、東京都家庭薬工業協同組合、
日本OTC医薬品協会、（社）東京都薬剤師会、（社）東京都医薬品登録販売者協会

第4回OTC医薬品に関する普及イベント
「よく知って、正しく使おうOTC医薬品」が
2011年9月9日（金）および10日（土）にJR
新宿駅西口イベント広場で開催されました。

JR新宿駅西口での開催は2011年で4
回目です。本イベントは、日常の予防・健康管
理の大切さとともにOTC医薬品を上手に使
う大切さを生活者に発信することを目的として、
当組合員を中心にOTC医薬品メーカー28
社が出展協力をしました。

ここではその様子を紹介します。

OTC医薬品に関する普及イベント開催第4回特集



− −4

９月9日（金）、10日（土）にかけてJR新
宿駅西口イベント広場にてOTC医薬品に関
する普及イベント「よく知って、正しく使お
うOTC医薬品」が開催されました。
本イベントは2007年10月、東京都薬用植
物園において「セルフメディケーションと家
庭薬」をテーマに日常の予防・健康管理の大
切さとともに一般用医薬品を上手に使う大切
さを生活者に発信することを目的に始めまし
た。2008年10月には開催場所をJR新宿駅西
口イベント広場に移し、2011年で４回目の

開催となります。
藤井隆太実行委員長は「本イベントの特徴
は医薬品の情報をメーカーから直接生活者に
伝えることで、生活者にセルフメディケーショ
ンについて知ってもらいOTC医薬品を上手
に使う大切さを生活者に発信することです」
と述べました。
会場では、医薬品などの商品紹介、東京
都薬剤師会・東京都医薬品登録販売者協会
による薬剤師や登録販売者のおくすり相談、
模擬薬店での医薬品サンプリング、クイズ

「『自分の健康は自分で守る』
という意識を生活者に持って
いただくことが重要だ」と語
る藤井実行委員長

模擬薬店でサンプルを配布。
参加した薬剤師は「多くの人が
セルフメディケーションを理解し
て自分でOTC医薬品を選べる
ことができるよう、薬剤師も店
頭でわかりやすい情報提供を
していきたい」と話す

来場者に配布されたクイズラリー・ア
ンケート用紙。アンケートはイベント
に関するもの、震災（備蓄薬）に関す
るものなど4種類あり、希望する来場
者に配布された

アンケート調査を実施した東京薬
科大学教授の渡辺氏は「このイベ
ントを通して多くの方にセルフメディ
ケーションを普及させたい」と語る

クイズラリーは全部で6問
出題された。「OTC医薬
品と大衆薬と一般用医薬
品の違いは？」という質
問に対して、来場者からは
「全て同じことを指すと初
めて知った」という声が聞
かれた

模擬薬店に隣接されたお薬
相談コーナー（東京都薬剤師
会）。「日頃、聞けなかったこと
が相談できてよかった」との声
が来場者から聞かれた
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【特集】 第4回�OTC医薬品に関する普及イベント「よく知って、正しく使おうOTC医薬品」開催

ラリー、くすりに関する紙芝居などを行い
ました。
また、東京薬科大学・渡辺謹三教授監修の
セルフメディケーション理解度調査、OTC
医薬品をサイトで予約し、薬局で購入するシ
ステムの「e-健康ショップ」（提供：東邦薬品）
およびセルフメディーションデーターベース
センターによる医薬品の情報提供の仕組みを
紹介するコーナーなども設置しました。
来場者からは「家庭薬は歴史があって、安
心して使える」「商品を見て子どもの頃を思

い出し、懐かしさを感じることができてよかっ
た」といった声が聞かれ、期間中多くの来場
者が訪れました。
セルフメディケーションの役割・意義、一
般用医薬品に関する正しい使い方等の情報を
引き続き発信するため、実行委員会は来年度
も継続して行うことを決定しました。
後援を頂きました厚生労働省および東京都
に感謝を申し上げます。

※イベントの様子はホームページでも紹介しています。

おくすり検索体験コーナー（提供：セルフメディケーションデーターベースセンター）、
調剤体験コーナー（提供：高園産業）、ハンドマッサージコーナー（提供：ユース
キン製薬）などさまざまなブースが設置され、「来年もぜひこのイベントを開催し
てほしい」という声が多く聞かれた

会場内には東日本大震災の支援活動
を紹介したブースも設置された

東京薬事協会が準備した紙芝居。「くすりの神様」
「くすり珍道中」の2部で構成されている

サイトでOTC医薬品を予約し、指定の薬局で購入
できるサービスを提供した「e-健康ショップ」（東邦
薬品提供）は今年のイベントの目玉の一つだ
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㈱浅田飴 イチジク製薬㈱ イワキ㈱ 宇津救命丸㈱

㈱太田胃散 大塚製薬㈱ 救心製薬㈱ 杏林製薬㈱

㈱キンカン ㈱恵命堂 興和㈱ 佐藤製薬㈱

三宝製薬㈱ ジェーピーエス製薬㈱ 翠松堂製薬㈱ 大幸薬品㈱

大鵬薬品工業㈱ ㈱大和生物研究所 玉川衛材㈱ ㈱東京甲子社

㈱トクホン 長野県製薬㈱ 森下仁丹㈱ ㈱山崎帝國堂

ユースキン製薬㈱ 養命酒製造㈱ ㈱龍角散 わかもと製薬㈱

【特集】 第4回�OTC医薬品に関する普及イベント「よく知って、正しく使おうOTC医薬品」開催

出展協力企業（28社）



総務委員会
委員長　太田　美明
（株式会社太田胃散　代表取締役社長）

総務委員会は、事業年度ごとの年次報
告・事業報告、収支予算・決算等の審議お
よび事務職員の処遇等組合運営の要の事項
に関して協議し、協議結果を理事会へ提案
し、最終的には通常総会の承認を得て執行
されることになっています。また、平成23
年4月から㈱金冠堂山㟢充社長が委員に参加
されています。
老朽化が進む家庭薬ビルの建て替え問題
については、平成22年8月に臨時委員会を
開催以降、3回の委員会審議を経て平成23
年3月29日の委員会で報告書を取リまとめ、
平成23年4月開催の理事会へ提案し承認さ
れました。本誌『かていやく』88号で途中
経過について報告していますが、最終報告
の概略は以下のとおりです。

1．検討経過
耐震診断調査および建て替えに係る下記
の4案およびテナント契約の更新に関して
其々の内容、実施の可能性、問題点等を検
討しました。
①耐震診断調査の実施
②等価交換による建て替え
③等価交換以外の土地活用による建替え
④ビル・所有地の売却
⑤テナント賃貸契約の更新

2．検討結果
組合員の新たな負担を避けることを前提に、
上記を検討した結果、②の等価交換方式に

よる建て替えを行い、提供する現在地の土
地価格に見合った居住部分を新ビルに確保
する権利を得て、事務所を設置することに
なりました。
また、実施時期についてはテナントとの
賃貸契約状況および円満な立ち退きを考慮し、
平成27年3月以降に建て替えの具体的な検
討を行うことになりました。

平成23年4月に賛助会員1社が入会され
ました。一方、年度中に組合員1社および賛
助会員1社の退会がありました。賦課金等の
減となり、これまで以上に効率的な組合運
営を図っていますが、各委員会をはじめ組
合員各位のご協力をお願いします。

薬事制度委員会 薬事部会
委員長・部会長　田岡　照朗
（株式会社龍角散　開発本部医薬課　課長）

薬事制度委員会薬事部会は、薬事、安全
性等に関連して直面する諸問題について、
関係団体と連携し、懸案事項の検討を行っ
ています。
昨年は震災の影響で、計画停電、放射能
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委員会だより



薬事制度委員会 品質部会
部会長　内藤　功一
（株式会社浅田飴　製造部品質管理課　課長）

1．薬事制度委員会品質部会の発足
今年度より旧GMP委員会は旧薬事委員会
と統合して薬事制度委員会となり、旧GMP
委員会は品質部会、旧薬事委員会は薬事部会
として再スタートを切りました。これを機に
品質部会では薬事部会委員の方にも積極的に
参加いただき、広く情報や意見を取り入れて
いきたいと考えています。特に日薬連等の大
きな団体では扱われにくい家庭薬の団体特有
の問題に焦点を当てて、吸い上げや解決を図っ
ていきたいと思っています。

2．今後の活動方針
○コンピューター化システム適正管理ガイド

ライン
2012年4月からコンピューター化シス

テム適正管理ガイドラインが施行されます。
施行までに規定、基準書、手順書、システ
ム台帳等の整備を進めなければなりません
が、これらについては大家協が家庭薬向け
に作成中のフォーマットを完成後、配布す
る予定です。また、カテゴリー分類につい
てボーダーライン上にあり分類に悩むシス
テムを取り上げ、どのような考え方でどう
分類すべきかについて討論し、部会として
の見解を示していきたいと考えています。

○PIC／S　GMP対応
日本もついにPIC／Sに加盟する意向を
示しており、GMP査察にどのように影響
していくのか、企業はどのように対応すべ
きなのかを情報交換し、認識を深めていく
つもりです。

○品質問題発生時の緊急対応体制
最近、「放射性物質に係る漢方生薬製剤
の取扱い」の通知が出ましたが、この例の
ような緊急時においても家庭薬メーカーの
意見や状況が反映されるような仕組みづく
りに取り組んでいきます。また、この放射

等世の中がいろいろ対応に追われました。
放射性物質に関わる生薬製剤の取り扱い
については、厚生労働省医薬食品局監視指導・
麻薬対策課長通知が10月14日、「放射性物
質が検出された生薬を含む製剤は販売して
はならない」というかたちで通達されました。
また、リスク区分の見直しに伴う生薬・
漢方製剤の見直しに関しては､ 4月の安全
対策調査会を経て､ パブコメで数々の要望
をしてきました。9月30日に告示が出され、
2012年4月1日に施行となりました。
使用上の注意記載要領改訂は、2年にわた
り安全対策課､ 機構安全部、OTC5団体で検
討されてきましたが、ようやく10月14日に
局長通知が出されました。改訂のポイントは、
医療用医薬品の記載内容の反映、服用前相
談の外箱記載等多岐にわたっています。経
過措置期間は､ 2014年5月31日までです。
承認基準関連としては、鎮痒消炎薬製造
販売承認基準が11月1日に局長通知として
発出されました。適用は2012年6月1日です。
薬事法改正については、昨年4月の薬害肝
炎検討委員会の最終提言を受けて、薬害再
発防止のための医薬品行政等の見直しが行
われています。厚生科学審議会　医薬品等
制度改正検討部会で議論されています。
主眼は､ 医薬品等関係者への安全対策へ
の取り組みの促進､ 医薬品等監視の強化です。
添付文書については、今後法制化（届出制）
されると思われ、注視が必要です。検討部
会は年内に終了し、来年の通常国会への法
案提出を目指しています。

薬事部会では、日薬連委員会報告（薬制
委員会、安全性委員会、品質委員会、規制
緩和部会）、OTC5団体協議会報告、その時々
の課題に対しても協議しています。
また、組合の掲示板への議事録等掲載に
より、薬事関連事項の共有化ができ、少し
でもお役に立てられると思います。
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3．全家協：流通委員会開催
①平成23年6月13日（第1回）

流通問題に関する諸問題について情報
交換を行い、㈱ダイヤモンド・フリード
マン社の田中浩幸氏に「ドラッグストア
ニュース日本版」というテーマでご講演
を頂きました。

②平成23年11月14日（第2回）
直近の流通問題について情報交換を行い、
ジェイビートゥビー㈱の奥島晶子氏に「店
頭活性化に向けたCRMデータの活用につ
いて」というテーマでご講演をいただきま
した。

4．家庭薬共同販促企画について
①平成23年5月に、北海道の㈱サッポロド
ラッグストアー様の120店舗で、組合員等
家庭薬メーカー24社が参加して家庭薬フェ
アを実施しました。

労務委員会
委員長　荒井　聡
（株式会社ツムラ　取締役人事部長）

現在、労務委員会には、秋山錠剤、浅田飴、
イチジク製薬、太田胃散、河合製薬、救心製薬、
金冠堂、東京甲子社、トクホン、養命酒製造、
龍角散、わかもと製薬、ツムラの13社が加
入しており、通常では年4回の定例会を開催
しています。
平成23年3月度の定例会については、東
日本大震災の影響で中止となりました。
昨年中（平成23年）に実施された定例会
の議案・検討事項は、以下のとおりとなって
います。

◇�6月度�定例会〈平成23年6月30日（於：
ツムラ本社2階会議室）〉
①平成23年度の春季労使交渉について
②夏季賞与に関する情報交換
③�震災に伴う労務管理上の対応について（計

性物質の問題についても今後の見通しが
立っていない状況から、最新情報について
情報収集の場としていきます。

○局方改訂
16局改訂について精製水の有機体炭素

の測定をはじめとして、家庭薬メーカーに
は負担の大きい変更もあり、そのような問
題を取り上げ検討します。

○GMP研修見学会
今年度は例年より時期が遅くなりますが、
株式会社ツムラ茨城工場の見学を予定して
います。大震災により一時は操業停止とな
りましたが、現在は復旧されているという
ことで、GMPに限らず復旧までの苦労や
教訓についてお話ししていただく予定です。
今年度限りの大変興味深い貴重な話題です
のでぜひご参加ください。

流通委員会
委員長　赤阪　完一
（救心商事株式会社　常務取締役）

昨年は3月に発生した東日本大震災以降、
さまざまな要因が複合的に重なって社会全体
が八方ふさがりの様相を呈し、薬業界も諸情
勢の影響を受けて大苦戦を強いられた一年で
あったと思います。
大衆薬の右肩下がりに歯止めがかかってい
ない状況の中で、家庭薬市場の活性化および
伝統薬の拡大を目指して対応していきたいと
考えています。

1．常任委員会（五月会）の開催
常任委員会を毎月開催し、業界動向に関す
る情報交換や業界行事の確認、家庭薬共同販
促企画等について協議をしました。

2．東家協：流通委員会開催
①平成23年6月に開催を予定していましたが、
東日本大震災の影響を考慮して中止し、全
家協流通委員会として開催しました。
②平成24年2月に開催予定（第2回）

委員会だより
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を4回開催しましたので、簡単にその内容に
ついてご報告します。

1．第14回消費者対応担当者研修会について
昨年3月9日、東京薬業健保会館にて、出
席者数37名にて開催しました。ご高承のと
おり、現在、OTC医薬品を取り巻く環境は
様変わりを続け、消費者対応担当者の業務
はさらに複雑化しています。今回の研修会
についても、こうした点を鑑み、実務に直
結したスキルアップを目指す内容としました。
講師には、二度目のご登壇となりました
医薬品PLセンターの佐久間事務局長、ロー
ト製薬�製品情報センターの奥田氏（大阪家
庭薬協会・消費者対応副部会長）を招聘し
ご講演いただきました。佐久間事務局長には、
PLセンターにおける業務活動紹介をはじめ、
企業の消費者対応担当者における副作用苦
情への対応方法等に関して、具体的な留意
点を中心に細かにご教示いただき、我々担
当者には実務において参考となりました。
奥田氏からは、ロート製薬様におけるクレー
ム対応を中心に、具体例を交えながらノウ
ハウをご教示いただくとともに、お客様対
応を通じて得た、より質の高い対応法や理念、
また商品への反映事例等のお話もいただき、
当日の参加者には非常に有益な講演となり
ました。
また、織田副委員長より、一昨年9月に行
われたJR新宿駅西口イベントでのアンケー
ト結果報告および委員各社に寄せられた「副
作用被害救済制度」表示後の制度等への問
い合わせ件数とその内容等について報告を

画停電中の休業に関する取り扱い等）

◇�9月度�定例会〈平成23年9月15日～
16日（於：ツムラ�軽井沢研修所）〉
①人事労務施策に関する情報交換
②健康管理対策とメンタルヘルスケア
③�東家協HP専門部会専用ページの開設に
ついて

◇12月度�定例会（開催予定）
〈平成23年12月16日（於：ツムラ本社
2階会議室）〉
①冬季賞与に関する情報交換
②�東家協HP労務委員会専用ページの今後
の運用について
③�税と社会保障の一体改革に関する意見
交換

上記のうち、9月度の定例会につきまして
は、例年どおり合宿形式で開催し、昨今の
人事労務管理上の諸課題を中心に、2日間に
わたって白熱した意見交換が行われました。
年々企業では、人事労務管理に関する諸
問題が経営上も重要課題となってきてお
り、労働時間管理、育児介護をめぐる諸問題、
健康管理施策とメンタルヘルス対策、パワー
ハラスメント、雇用延長の問題など、ます
ます人事労務施策の重要性が認識されてき
ています。
労務委員会では、今後とも、先進他社事
例も含めた最新情報や知識を共有化し、会
員各社の人事労務施策の立案および展開等に、
具体的に寄与する場として活用していきた
いと考えています。

消費者対応委員会
委員長　堀口　登志夫
（養命酒製造株式会社�マーケティング部お客様相談室長）

この1年間におきましては、当委員会の主
な活動の一つである「消費者対応担当者研
修会」を開催しました。また、定例委員会
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OTC関連5団体（全国家庭薬協議会、日本
OTC医薬品協会、日本医薬品直販メーカー
協議会、日本漢方生薬製剤協会、全国配置
家庭薬協会）に加盟する製薬企業の消費者
対応委員会代表者による会合を適宜開催し
ていましたが、昨年ご案内のとおり、5団体
の合同主催によるアンケートを実施する運
びとなりました。これは、OTC医薬品を製
造販売している製薬企業個々のお客様相談
業務の実態を把握するとともに、業界団体
間の相互理解を深め、製薬企業各社の資質
向上を図ることを主目的としましたが、ま
ずは、各団体におけるお客様対応業務を知
るべく、「相談窓口の現状」「相談状況の現状」
「問合せ･クレームの状況」等、9つの項目
を主要項目とし、実態把握を試みました。
アンケート結果につきましては、現在集
計中ですが、本調査結果を踏まえ、今後の
相談業務の在り方を提言し、OTC医薬品
に関係する団体との連携を深めるとともに、
適正使用推進に向けた提言等を発信できれ
ばと考えています。また、このようなアン
ケートについては、今後とも継続して実施し、
団体相互の情報共有を活発に行うべきもの
と認識しています。他団体との活動や情報
交換、合同委員会を通じての関係強化につ
いては、今後とも、種々の問題に直面して
いく際にも、大きな総合力となり、各団体
それぞれにもメリットがあり、必要不可欠
な結びつきになると考えています。

以上、ご報告申し上げましたが、当消費
者対応委員会におきましては、委員で力を
合わせ協力し合いながら、定例委員会を
はじめ各活動を通じて、様々な情報を収集、
発信することにより、今後とも東家協加盟
各会社全体の消費者対応に関するスキルアッ
プを図るべく、積極的な活動に取り組んで
行きたいと考えています。
どうぞ、このような主旨をご理解いただき、
今後とも、皆様におかれましては、何とぞ
ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

行いました。
今後とも、こうした研修会を通じ、加盟
各社全体の消費者対応のスキルアップを図
れればと考えています。

2．定例委員会開催について
昨年2月、6月、8月、11月の4回にわたり、
定例委員会を開催しました。主な内容として、
①日薬連くすり相談対応部会の内容要旨報
告②今年度の活動方針および内容等の検討
③消費者対応担当者研修会の内容等の検討
④東西合同消費者対応委員会における討議
内容等の検討⑤OTC関連5団体合同主催に
よるアンケート実施内容等の検討⑥会員各
社における消費者対応業務、クレーム事例
研究、GQP・GVP対応業務―について、そ
れぞれ活発に意見交換および情報交換を行
いました。
活動方針、研究内容については基本的に
前年度と同じ目標としましたが、特に委員
が対応した難クレーム事例研究の場におい
ては、相互に活発に意見交換がなされ、日
頃お客様と対峙する我々担当者にとっては、
実務上、非常に有益となる時間であり、互
いが情報交換を図りつつ有意義な議論も行
うことができました。
今年度の東西合同消費者対応委員会につ
いては、本年2～3月に実施予定としていま
すが、例年の活動内容に加え、「一般用医薬
品のあり方」などに関する専門家を招聘し、
講演いただくこととしています。また、昨
年度に講師として招聘したスギメディカル
株式会社・教育事業部部長の榊原幹夫様と
のご縁から、昨年10月には東家協加盟各社
10数社より、自社主力製品に関する情報提
供（Q＆Aの提供）も実施できました。
なお、本年度の消費者対応担当者研修会
については、諸般の事情により開催せず、
来年度に開催する予定です。

3．OTC関連5団体合同主催によるアンケー
トについて
先にもご報告のとおり、一昨年より、

委員会だより
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化を記録しており、キャンペーン終了後も
好成績を維持しています。今回、一本堂の
店頭で実施したアンケート結果では、購買
者の半分以上が新規顧客であったことが確
認されました。

3．海外関係（全家協国際委員会と連携）
震災をはさんで2カ月実施した台湾での共
同販促企画は、第1回目の丁丁薬局・健康人
生薬局に、台中の佑全を加えて合計約150店
となりました。「母の日の一番の贈り物は家
族の健康」が今回のコンセプト。震災直後
でしたが現地へのミッションも企画し、薬
剤師向けの大規模な説明会や本部・店頭へ
の表敬訪問を実施しています。震災直後と
いうこともあり、日本を支援したいという
雰囲気が、ひしひしと感じられました。
8月には香港でのICMCM展示会に5回目

となる共同出展を実施し、香港衛生署にも
初めて招待されました。10月には香港で初
となった共同販促を地域量販店CRCareで実
施しています。

4．インバウンド企画
海外からの旅行者向けの共同広告と共同
販促企画を季節ごとに実施しています。震
災の影響により東京向けの旅行者は一時的
に激減しましたが、札幌や中部、関西方面
は好調で店頭展開も積極的に行われています。

5．展示会関係
JR新宿駅西口で開催された「OTC医薬品

に関する普及イベント」は今回で4回目とな
りました。厚生労働省と東京都の後援により、
東京生薬協会、日本OTC医薬品協会、東京
薬事協会、東京都薬剤師会、東京都医薬品
登録販売者協会との共催で、メーカー28社
が参加しました。
3月16日から開催が予定されている「第
12回JAPANドラッグストアショー」には、
全国家庭薬協議会の共同ブースに協会加盟
の全製品を初めて集合展示する計画です。

未来策定委員会
委員長　藤井　隆太
（株式会社龍角散　代表取締役社長）

旧情報協業化委員会の発足から15年が経
過し、委員会回数も150回を超えたことを
機会に、より未来思考で業界の枠を超えた
活動を展開すべく「未来策定委員会」に改
名しました。引き続き主な構成メンバーで
ある若手経営者クラスにより、戦略的思考
で業界の未来策定と各施策の試行を実施し
ています。最近の検討状況は次のとおりです。

1．お取り寄せ
「御社の製品を売っているお店を教えてほ
しい」「お店で取り寄せられないと言われ
た」など、お客様からの問い合わせがあっ
た時どうしたら良いでしょう。お客様に直
接郵送することは現在の法規制では困難です。
そこで「お取り寄せ」の出番なのです。
あらかじめ設定した個店リストから最寄
りのお店をお客様にご指定いただき、既存
の配送ルートを通じて配送、あとは通常ど
おり店頭でお買い上げいただきます。過去
3年間、約2,000店の個店を配送先として実
施してきましたが、今般、東邦ホールディ
ングス様による「e-健康ショップ・おくす
り予約」と連携することにより、配送先に
約12,000店の調剤薬局が加わりました。大
幅にカバー率が上がるとともに調剤薬局に
関しては納期も最長4日程度と短くなってい
ます。

2．共同販促企画
5月の「サッポロドラッグストアー常備薬

フェア」では24社が参加、第2回目となっ
た一本堂「家庭薬共同キャンペーン」には
15社（前回8社）が参加しています。
いずれも集合展示による集客力と店頭で
の販促ツールにより広告では伝えきれない
家庭薬の魅力を訴求した結果、店頭売価を
下げずに前年同月比を大幅に超えた店頭消
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私はこれまでの委員会活動を通じて、常
に何のための委員会活動か、誰のための委
員会活動かということを、委員各位と考え
てきました。これが十分に達成できてきた
わけではありませんが、常にこのことを確
認し続けることが大切ではないかと考えて
います。
今回新設された情報広報委員会では、情
報化社会における組合活動の在り方を模索
して、これを基に組合全体の活性化に資す
ることを目標にしています。具体的には大
きく分けて、組合の外に対する情報戦略と
戦術、組合の中に対する情報戦略と戦術が
あります。前者ではこれまで情報発信ツー
ルとして使っていたホームページ（東家協、
全家協、大家協）と年2回発行の広報誌『か
ていやく』のそれぞれの役割と在り方を全
面的に見直すことで、当組合の広報を充実
させるとともに、他の情報ツール、媒体を
含めて有機的な情報提供サービスを目指し
ます。例えば、これまでの『かていやく』
に課せられてきた役割、紙面構成を見直し、
各組合ホームページとセットで有機的な情
報提供を行う予定です。

情報広報委員会 インフラ部会
委員長・部会長　大泉　高明
（株式会社大和生物研究所　代表取締役社長）

昨年は組合委員会の再構築の一環として、
「IT委員会」と「広報広告委員会の広報誌部
会」が一つになり、新設されたこの「情報
広報委員会」の下に、「広報誌部会」と「情
報インフラ部会」が設けられました。

東家協ホームページ 全家協ホームページ 大家協ホームページ

委員会だより
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掲示板やトピックスで組合に関する種々の
最新情報等を知ることができます。
今後はホームページのブラッシュアップ
を行うとともに、各位と連携して以上の方
向性に沿った活動を展開する予定です。

情報広報委員会 広報誌部会
部会長　武藤　毅
（株式会社龍角散　マーケティング部長）

『かていやく』89号をお届けします。歴史
に残る1年が終わり、まさに新たなスタート
の年を迎えました。『かていやく』も今号か
らホームページ上で公開されることとなり、
新たな展開が始まります。紙媒体とWEB、
どちらにも代えがたい媒体としての特徴が
あり、互いが補完し合うことになるはずです。
まさに「広報誌」としての実力アップが実
現しました。今年も組合員様のご協力をお
願い申し上げます。
末筆となりましたが、本号発刊にご協力
いただきました皆様に深く御礼申し上げます。

※各委員会の活動はホームページで閲覧す
ることができます。

大家協（大阪家庭薬協会）とも年2回の定
例会を通して連携し、全家協、東家協、大家
協の各ホームページが有機的に機能するよう
に整備を進めてきています。今後はコンシュー
マーに「家庭薬」の啓蒙を行うためのコンテ
ンツも充実させる予定です。具体的には全家
協ホームページは「家庭薬」の入り口として
の機能とともに、コンシューマー向けのペー
ジとして充実させ、これを通じて組合各社お
よび製品の認知向上に資することを目指しま
す。『かていやく』や東家協ホームページで
好評をいただいている「家庭薬ロングセラー
物語」は、今後は電子媒体としては全家協ホー
ムページに移行され、大家協の各社も含めて
充実を図ってまいります。
東家協と大家協のホームページは主に組
合員に向けた、情報共有化ツールとしての
機能に特化する方針です。当「情報インフ
ラ部会」では、組合員相互の情報共有化の
ためのインフラ整備を進めてきており、既
に11月よりリニューアルしたホームページ
を運用開始しています。これにより、組合
員レベル、委員会レベルのそれぞれのレベ
ルで、情報の共有化ができるようになって
います。各委員会の活動内容が、議事録や
配布資料から知ることができます。この他、
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●成り立ち
大草薬品株式会社は、1931（昭和6）年に

先々代の大草義巳が神奈川県横須賀市に大草
弘真堂薬局として開業したことに始まります。
弘真堂の名の由来は、弘法大師の「弘」と真
言宗の「真」をいただいたものとされていま
す。創業者である大草義巳は薬局の経営だけ
でなく、漢方薬も手掛け、製剤にも注力して
いました。そこで、それまでの大草家に伝わっ
ていた家伝的な処方に手を加え、自家製剤と
して「弘真胃腸薬」を発売したところ徐々に
評判となり、1934（昭和9）年に製薬業の許
可を取得し、1937（昭和12）年には北海道
や九州でも販売していただけるようになりま
した。「弘真胃腸薬」は、真言宗の僧侶の最
高位を象徴する「緋の衣で大切なお薬を包も
う」と真っ赤な包装にして、「あかぶくろ」
と愛称を付けました。
当時は52種類の独自の処方薬を持ってい

ましたが、戦時中の原料不足や製造業者の統
合などにより、わずか6種類だけに整理され
てしまいました。幸いにもこの中に胃腸薬の
処方も残されており、これが現在の「大草胃
腸薬」の原点となっています。
戦後、製薬業と薬局を完全に分離して、
1956（昭和31）年に株式会社設立、
1980（昭和55）年に創業地の船
越から北久里浜に工場
を移し、横須賀の製
薬会社として現在に
至っています。
現在は約50品目の

製品を製造販売してい
ますが、今も「胃」と

「腸」の薬が主要な製品であり、中でも「大
草胃腸薬」と「大草丸」は発売以来、多くの
方にご愛用いただいております。

●大草胃腸薬
「オウレン」「オウバク」「ケイヒ」「チョウ
ジ」「ショウキョウ」「ウイキョウ」「キジツ」
「ボレイ」の8種類の健胃生薬に、胃酸を中
和する2つの制酸剤「沈降炭酸カルシウム」、
「ケイ酸マグネシウム」と消化を助ける「牛
胆汁エキス」を組み合わせたものが「大草胃
腸薬」です。制酸剤にはナトリウムが含まれ
ていないので高血圧の方にも安心してご利用
いただけます。
発売当初は生薬本来の良さを引き出すため、

粉末化した生薬をそのまま使用した「大草胃
腸散」だけでしたが、お客様のご要望に答え、
顆粒剤の「大草胃腸散顆粒」、そして錠剤の「大
草胃腸錠」と3種類をラインナップし、お客
様のお好みに合わせて飲みやすい剤形で服用
いただけるようになりました。
1989（平成元）年にはロートエキスを配

合した「アルファ大草胃腸薬」、1991（平成3）
年にはスッキリとした清涼感で飲みやすいド

大草薬品株式会社

大草胃腸錠大草胃腸散顆粒（分包）
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家庭薬ロングセラー物語

リンクタイプの「大草胃腸薬内服液30」の
発売を開始し、さまざまなバリエーションか
ら、胃痛や二日酔いなど、それぞれの症状や
ニーズに合った製品をお選びいただくことが
できます。
また、2006（平成18）年には整腸効果に

着目し、消化酵素と整腸菌を配合した整腸薬
「ベルビオ」を大草胃腸薬シリーズとして新
発売し「胃」と「腸」の製薬メーカーとして
時代にマッチした製品の研究開発にも力を注
いでいます。

大草胃腸散　第2類医薬品

●効能・効果
もたれ（胃もたれ）、胃部・腹部膨満感、胃部不快
感、胃重、食欲不振（食欲減退）、飲み過ぎ、食べ過
ぎ、げっぷ（おくび）、消化不良、胃痛、胃酸過多、胸
やけ、胸つかえ、胃弱、はきけ（むかつき、胃のむか
つき、二日酔・悪酔のむかつき、嘔気、悪心）、嘔吐
●用法・用量（1回量）

成人（15歳以上） …………… 1.5g（1包）
11歳以上15歳未満 ……… 1.0g（2/3包）
8歳以上11歳未満 ………… 0.75g（1/2包）
5歳以上8歳未満 ………… 0.5g（1/3包）
5歳未満は服用しないでください
※1日3回食後に服用
●成分・分量･･･1日量（4.5g）中

オウバク末 ………………………… 800mg
オウレン末 ………………………… 100mg
ケイヒ末 …………………………… 240mg
チョウジ末 ………………………… 50mg
ショウキョウ末 ……………………… 100mg
ウイキョウ末 ……………………… 100mg
キジツ末 …………………………… 300mg
ボレイ末 …………………………… 700mg
牛胆汁エキス末 …………………… 125mg
沈降炭酸カルシウム ……………… 995mg
ケイ酸マグネシウム ………………… 400mg

社　訓
1. 誰よりも先にあいさつのできる人
2. 使ったものを元の位置に返せる人
3. 時間の観念の持てる人
4. 人の恩を感じ態度で表せる人

経営理念
「品質の高い医薬品を製造販売す
ることにより、社会に貢献する企業
を目指す」
（人の大切な生命をあずかる医療
従事者の一人として、品質第一
主義を経営理念に掲げ、社会に
貢献するため、全社一丸弛みな
い努力と研鑚を続けております）

アルファ大草胃腸薬 大草胃腸薬内服液30 大草整腸薬（ベルビオ）

平成23年1月　通巻88号

早春の富士山

東京都家庭薬工業協同組合会報『かていやく』
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家庭薬ロングセラー物語

●御嶽信仰と｢百草｣
御嶽（おんたけ）は長野県と岐阜県の県境
にそびえる3067メートルの独立峰です。古
くから修験道の道場として守られてきた歴史
が長く、厳しい精進潔斎をしなければ登るこ
とが許されませんでした。
百草は厳しい修行の必需品「御神薬」だっ
たといわれ、胃腸薬としてはもちろん、打撲
や捻挫にはシップとして、眼病には溶かして
洗眼に用いたといわれています。
天明時代（1782年～）に入ると御嶽の開
山とともに御嶽信仰が全国へと広がり、毎年
多くの御嶽講社が登拝に訪れるようになりま
した。そしてその多くが土産として「百草」
を購入されるようになり、信仰とともにその
効能が全国へと広がることとなりました。
弊社工場の敷地内にある1892（明治25）
年7月建立の「百草元祖の碑」によると、王
滝村で天明年間２軒から始まり、この頃に
は17軒の百草製造販売所があったとの記載
があります。昭和初期には御嶽山麓一帯で
27軒にも上り、販売競争が激しくなったと
いわれていますが、1936（昭和11）年には
この製造販売業者が相図り木曽製薬工業組合
を設立、原料の共同購入、共同製造を行うよ
うになりました。その後国家総動員法に基づ
く医薬品生産配給統制を受け、長野県売薬統
制株式会社へ統合されることとなりましたが、
1944（昭和19）年には長野県製薬株式会社
と社名を変更、現在まで一貫して百草製品の
製造販売を行っています。
かつて何日もかけて登拝された御嶽ですが、
現在は交通網の発達で日帰り登拝が多くなり
ました。信者さん自体も高齢化や信仰心の薄
れにより減少しており、百草製品の販売ルー

トも薬局や通信販売へと変化してきています。

●疾病構造の変化と百草製品の役割
一方、疾病構造と百草製品の変遷を見ると、
歴史に寄り添ってきたことが伺えます。古く
は、疫病はたたりによるものとされ、加持祈
祷が主な対処方法であった時代が長いと思わ
れますが、昭和40年代以前の疾病の主な原
因は、衛生状態が悪いことに起因する細菌感
染症でした。
「御嶽百草」の原料はオウバクエキス（主
成分：ベルベリン）で、腸内の病原菌に対し
殺菌的に作用し、その後体内に吸収されるこ
となく排泄されるため、体への負担が少ない
薬として需要に適合してきたと考えます。か
つての「百草」は竹皮に包まれた黒い塊で、
割ることがとても大変でした。
1938（昭和13）年、より服用しやすい製

剤として三代目社長が「百草丸」を開発、今
でいう製造販売承認を最初に取得しています。
「御岳百草丸」の主成分は当然オウバクエキ
スで、その他コウボク、ゲンノショウコ、セ
ンブリなどを配合、飲みやすい丸剤としたも
のです。

修験道の道場として守られてきた御嶽

長野県製薬株式会社
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しかし昭和40年代頃までは、相変わらず
「御嶽百草」を購入される方が多かったよう
です。その後、高度経済成長とともに衛生状
態も飛躍的に改善され、徐々に飽食の時代と
なり、食べ過ぎ・飲み過ぎ・胃弱・二日酔い
といった症状に対応する胃腸薬が求められる
ようになり、その頃から「御岳百草丸」の需
要も高まって参りました。時代が進むとスト
レス時代となり、肉体的・精神的ストレスに
よる消化管の不調が多くなってきます。
1982（昭和57）年に発売したウコン入り

胃腸薬「御岳百草顆粒」はボレイ・エンゴサ
クを加えストレス時代に対応した胃腸薬となっ
ています。

●地域社会での役割
長野県は長寿県として知られていますが、
その要因として水や空気が澄んでいること、

地元の山菜やキノコ、野菜など自然の物を多
く食べること、農業や観光業が盛んで高齢者
になってもよく働き、生きがいを持って生活
しているといったことが挙げられます。その
他の要因として“百草をよく飲む”があると
すれば最大の地域貢献でしょう。
これからも信頼ある開かれた会社を目指し、
地域産業として健康増進、産業・観光振興で
の貢献ができれば、先人の労苦に報いること
になるのではないかと考えています。

御岳百草丸などを通して、健康増進、産業・
観光振興での貢献を目指す長野県製薬

●効能・効果
食べ過ぎ、飲み過ぎ、胸やけ、胃弱、食
欲不振（食欲減退）、消化不良、胃部・
腹部膨満感、もたれ、胸つかえ、はきけ
（むかつき、胃のむかつき、二日酔い・
悪酔のむかつき、嘔気、悪心）、嘔吐

●用法・用量（1回服用量）
1日3回、食後に服用してください。�
成人（15歳以上）� ………………20粒
11歳以上15歳未満�……………15粒
8歳以上11歳未満�………………10粒
5歳以上8歳未満� ……………… 6粒
3歳以上5歳未満� ……………… 5粒
3歳未満は服用しないこと

〈用法および用量に関連する注意〉
（1）�定められた用法および用量を厳守
してください。

（2）�小児に服用させる場合には、保護
者の指導監督のもとに服用させて
ください。

（3）�本剤は、3歳未満の乳幼児には服
用させないでください。なお、3歳
以上であっても幼児に服用させる
場合には、薬剤がのどにつかえるこ
とのないよう、よく注意してください。

●成分・分量（60粒（成人の１日の服用量）中）
オウバクエキス（原生薬換算量2240ｍｇ）� … 1600ｍｇ
日局　ゲンノショウコ末�……………………… 500ｍｇ
日局　ビャクジュツ末�………………………… 500ｍｇ
日局　センブリ末� …………………………… 35ｍｇ
日局　コウボク末� …………………………… 700ｍｇ
添加剤として薬用炭、ヒドロキシプロピルセルロース、ポリ
オキシエチレン（105）、ポリオキシプロピレン（5）、グリコー
ルを含有します。

〈成分・分量に関連する注意〉
生薬（薬用の草根木皮等）を用いた製品のため、製品に
より丸剤の色調・味が多少異なることがありますが、効
果にはかわりありません。

第2類医薬品
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理事会終了後、グランドヒル市ヶ谷「翡翠の間」に
おいて受賞者祝賀会が行われました。10月に薬事功
労者東京都知事賞受賞の栄誉を受けられた㈱龍角散�
藤井隆太社長に堀理事長から記念品が贈呈されました。
都知事賞受賞は組合にとって極めて名誉であり、長年
にわたる組合に
対するご指導に
謝辞を申し上げ
るとの理事長の
祝辞があり、藤
井社長の返礼の
後、和やかに祝
賀会および忘年
会が行われまし
た。

日本橋本町・昭和薬貿ビル屋上にある薬祖
神神社の前で午後1時30分から当組合堀理
事長ほかが出席し、神事が執り行われました。
薬貿ビル前には協賛企業が寄贈した提灯が飾
られ、午後3時からの一般参拝には日本橋界
隈の薬業関係者を中心とした長い列が続きま
した。地元の子ども囃子のリズムが流れ、参
拝者が行き交うにぎやかな祭りの一刻でした。 参拝する堀理事長

薬祖神祭の様子

家 庭 薬
グラフィティー

薬祖神祭
（10月17日、昭和薬貿ビル）

平成23年受賞者祝賀会および忘年会
（12月8日、グランドヒル市ヶ谷）

祝辞および乾杯の音頭を取る堀理事長

㈱龍角散　藤井隆太氏

締めの音頭を取る太田副理事長

家庭薬グラフィティー
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平成24年�薬業四団体
新年賀詞交歓会（1月6日、帝国ホテル）

平成24年�全国家庭薬メーカー・卸合同新年互礼会（1月6日、帝国ホテル）

開会の挨拶をする牧田会長 乾杯の音頭を取る塩澤副理事長 中締めの挨拶をする風間副会長
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第69回目の開催となった本年度大会は、東京薬業
健保組合グラウンドで先行して開催された東京薬業
健保大会が例年より遅れて終了になった関係で、11
月27日に開始しました。参加は14社14チームで参加
会社数は昨年度大会と同様でしたが、チーム数は1チ
ーム減となりました。
途中2週にわたって雨天順延があり、12月18日に
準決勝・決勝を行い、久光製薬が圧倒的な強さを見
せて優勝し、惜しくもホーユーは準優勝に終わりました。
第3位はバスクリンおよびフマキラーの結果でした。
決勝戦の後、表彰式を行い、久光製薬に優勝カップ、優勝旗およ

び優勝盾、ホーユーに準優勝盾を贈呈しました。また個人表彰には、
久光製薬の林大輔さんに最高殊勲選手賞、ホーユーの下込悠矢さ
んに殊勲賞を贈呈しました。
昨年度大会では試合中にけがをさ

れた選手がいましたが、今年度は12
月に入っての試合が続きましたが寒
い中、事故なく終了したことは何より
でした。
試合に立ち会った野球委員各位お

よび参加チームの皆さんに感謝申し
上げます。
平成24年大会は、第70回大会と

なり同様に10月頃の開催を企画いた
しますので、ぜひご参加ください。
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久光製薬
優 勝平成23年度 第69回

家庭薬軟式野球大会結果

平成23年度　第69回家庭薬軟式野球大会
久光製薬　第37回大会（昭和54年）以来2回目の優勝！！

家庭薬グラフィティー

惜しくも準優勝のホーユーチーム

個人賞を受賞した
林大輔さん（右）と下込悠矢さん

優勝した久光製薬チーム
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●5月25日（水）
14時から第64回通常総会が神田明神会館「竹

の間」において開催されました。理事会提案の
平成22年度事業報告・財産目録・貸借対照表・
損益計算書・剰余金処分の各案および平成23
年度事業計画・収支予算案、賦課金・会費並び
に徴収方法の各案が承認され、新年度事業がス
タートしました。なお、6月3日には東京都知事お
よび東京都中小企業組合連合会中央会あての
平成22年度事業報告書を提出し、同日付をもっ
て承認されました。

●7月22日（金）
12時から東京會舘において一般用医薬品5

団体会長等による会議が開催され、セルフメディ
ケーションの振興を図るための組織として日本
一般用医薬品連合会（略称：一般薬連）の設
立が承認され、同日設立しました。5団体各自
の活動に加えて、共通する政策提言や課題の
解決に向けて、今後一般薬連が活動することに
なります。なお、同連合会代表者会議には全家
協から牧田会長および柴田副会長が選任され
ました。

●8月4日（木）
14時から東京薬事協会においてJR新宿駅西

口イベント実行委員会および出展企業説明会を
開催し、出展会社に対してイベント実施に係る確
認等を行いました。

●10月14日（金）
15時から野球委員会が開催され、第69回家

庭薬軟式野球大会について協議しました。大会
規約、参加チーム、試合日程、組み合せ、試合
日ごとの立会委員等を決定し、大会は11月20日
に開催としました。

●10月18日（火）
15時から情報広報委員会が開催され、組合
HP委員会ページの運用開始に向けて各委員長・
副委員長に対して、委員会ページ設置の目的、
委員会ごとのパスワードおよび入力方法等につ
いて説明し、積極的に利用するようお願いしました。

●12月7日（水）
13時から東京・日本橋薬貿ビルにおいて平成
24年度日薬連予算説明会が開催され、日薬連
事務局から加盟団体の来年度会費について説
明がありました。会費は本年度と同額ですが、
組合員は地域団体として東家協を通じ、また業
界団体として全家協を通じ会費を支払いしており、
日薬連と今後協議することにしました。

●平成24年1月6日（金）
12時から帝国ホテル「富士の間」において東

京薬業4団体新年賀詞交歓会および受賞者祝
賀会が開催されました。当組合関係者として、
東京都知事賞受賞の栄誉を受けられた㈱龍角
散�藤井社長に記念品が授与されました。誠にお
めでとうございます。また、14時30分から同ホ
テル「桜の間」で全国家庭薬メーカー・卸合同
新年互礼会が開催され、関係者多数の出席のも
とに華やかに行われました。

『かていやく』がリニューアルして初めての発刊
を迎えました。委員会活動の見直しにより、今後は
『かていやく』も情報広報委員会の中で、情報イン
フラ部会ともコラボレーションしながら、組合員の
皆様への情報提供を充実させていければと考えます。

昨年は、震災など自然災害が相次いだこともあって、
以降「絆」が大切にされる世相となっています。家
庭薬も、社会や生活者との「絆」に感謝し、人 の々
健康に少しでも多くの貢献ができるようにと願うば
かりです。� （救心製薬株式会社・尾後貫）

編集後記


